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十
　月
○
喜
寿
莚
寿
祭

　十
月
七
日
（
金
）

○
遷
座
記
念
祭

　十
月
十
四
日
（
金
）

○
神
嘗
祭
遥
拝
式

　十
月
十
七
日
（
月
）

○
献

茶

式

　十
月
二
十
一
日
（
金
）

十
一
月

○
明

治

祭

　十
一
月
三
日
（
木
）

○
金
咲
稲
荷
神
社
例
祭

　十
一
月
八
日
（
火
）

○
大

宮

祭

　十
一
月
十
五
日
（
火
）

○
新

嘗

祭

　十
一
月
二
十
三
日
（
水
）

十
二
月

○
御
煤
払
式

　十
二
月
二
十
日
（
火
）

○
天

長

祭

　十
二
月
二
十
三
日
（
金
）

○
大

祓

式

　十
二
月
三
十
一
日
（
土
）

○
除

夜

祭

　十
二
月
三
十
一
日
（
土
）

一
　月
○
歳

旦

祭

　一
月
一
日
（
日
）

○
元

始

祭

　一
月
三
日
（
火
）

○
古
札
焼
納
式

　一
月
十
五
日
（
日
）

二
　月
○
節

分

祭

　二
月
三
日
（
金
）

○
紀

元

祭

　二
月
十
一
日
（
土
）

三
　月
○
祈

年

祭

　三
月
十
七
日
（
金
）

○
春
季
皇
霊
祭
遥
拝

　三
月
二
十
日
（
月
）

○
古
稀
莚
寿
祭

　三
月
二
十
三
日
（
木
）

諸
　祭
○
御
日
供
祭

　
　毎
日
午
前
七
時
よ
り

○
お
つ
い
た
ち
参
り

　
　元
日
を
除
く
毎
月
一
日
の
午
前
七
時
よ
り

○
月
次
祭

　
　元
日
を
除
く
毎
月
一
日
・
十
五
日

十
月
か
ら
三
月
の
祭
事
暦

平
成
二
十
九
年



　
今
か
ら
一
二
六
〇
有
余
年
前
、
奈
良
時
代
に
創
建
さ

れ
た
東
大
寺
は
七
堂
伽
藍
の
威
容
を
誇
っ
て
い
ま
し
た

が
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
十
二
月
平
重
衡
の
軍
勢

が
奈
良
に
攻
め
入
り
、
二
十
八
日
に
は
大
仏
殿
を
は
じ

め
伽
藍
の
大
半
が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
金
堂
で
あ
る
大
仏
殿
、
講
堂
、
三
面
僧
坊
、
東
塔
、

大
湯
屋
な
ど
の
主
要
伽
藍
を
は
じ
め
、
戒
壇
院
、
尊

勝
院
（
現
在
の
正
倉
院
周
辺
）、
真
言
院
、
東
南
院
な

ど
多
く
の
諸
院
・
堂
宇
が
灰
燼
に
帰
し
た
の
で
す
。

　
翌
年
六
月
に
至
っ
て
、
藤
原
行
隆
が
造
東
大
寺
兼

修
理
大
仏
長
官
に
任
命
さ
れ
、
一
方
入
宋
三
度
、
造
寺

に
も
経
験
の
深
い
、
か
つ
て
醍
醐
寺
の
僧
で
あ
っ
た
俊

乗
房
重
源
が
造
東
大
寺
大
勧
進
に
起
用
さ
れ
、
後
白

河
上
皇
の
助
援
を
得
て
再
興
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
勧
進
職
に
選
ば
れ
た
重
源
は
、
既
に
六
十
一
歳
で
し

た
が
、
以
後
、
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
六
月
に
東
大

寺
浄
土
堂
で
入
寂
（
享
年
八
十
六
歳
）
す
る
ま
で
、
盧

舎
那
大
仏
像
の
修
理
、
大
仏
殿
の
再
興
、
諸
堂
諸
仏

の
復
興
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
再
興
事
業
は

想
像
を
絶
す
る
大
事
業
で
、
そ
の
故
か
重
源
は
二
度
に

わ
た
っ
て
逐
電
問
題
を
起
こ
し
た
程
で
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
東
大
寺
再
興
に
よ
る
建
築
技
術
や
鋳
造
・

彫
刻
な
ど
の
面
で
の
新
技
法
の
開
拓
は
、
新
時
代
を

告
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
成
果
を
あ
げ
た
の
で
す
。

　
大
事
業
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
重
源
上
人
が
長
寿

延
命
を
多
賀
大
社
に
祈
願
し
た
と
い
う
記
録
は
、
東

大
寺
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、建
久
九
年（
一

一
九
八
）
十
二
月
十
九
日
、
重
源
は
弘
法
大
師
請
来
の

舎
利
一
粒
を
納
め
た
金
銅
五
輪
塔
一
基
を
、
近
江
敏
満

寺
に
寄
進
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
敏
満

寺
は
現
在
廃
寺
で
あ
り
、
こ
の
品
は
寺
跡
に
建
つ
胡
宮

神
社
に
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
前

後
に
多
賀
大
社
に
参
詣
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
小
衲
の
祖
父
に
あ
た
る
狹
川
明
俊
大
僧
正
（
第
二
〇

一
世
東
大
寺
別
當
）
は
、
重
源
上
人
の
多
賀
大
社
参
拝

の
故
事
に
倣
い
、
毎
年
お
多
賀
さ
ん
に
参
拝
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
九
十
八
歳
ま
で
長
寿
を
全
う
し
ま
し
た
。

　
重
源
上
人
が
結
ん
で
下
さ
っ
た
ご
縁
、
明
俊
長
老
が

毎
年
参
拝
さ
せ
て
戴
い
た
ご
縁
、
父
に
あ
た
る
宗
玄
長

老
も
現
在
九
十
六
歳
と
い
う
ご
縁
。

　
奇
し
く
も
、
本
年
五
月
よ
り
第
二
二
二
世
東
大
寺

別
當
を
拝
命
し
、
去
る
六
月
に
正
式
参
拝
を
さ
せ
て

戴
き
ま
し
た
が
、
そ
の
折
、
犬
上
宮
司
さ
ま
か
ら
大
き

な
宿
題
（
書
画
作
品
）
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　
東
大
寺
の
今
後
の
展
望
を
見
据
え
た
場
合
、
や
は

り
健
康
が
一
番
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
宮
司
さ
ま

の
宿
題
に
お
応
え

す
る
こ
と
が
第
一

関
門
と
捉
え
、
法

務
が
一
段
落
し
た

ら
、
神
域
に
満
ち

た
お
多
賀
さ
ん
の

神
力
を
お
借
り
し
、

作
品
を
創
作
出
来

れ
ば
と
存
じ
て
お

り
ま
す
。
今
し
ば

ら
く
の
猶
予
を
戴

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

六
月
十
一
日 

東
大
寺
別
當 

狹
川
普
文
猊
下
が
ご
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

東
大
寺
と
多
賀
大
社
の
ご
縁
、
更
に
御
祖
父 

明
俊
大
僧
正
か
ら
続
く
ご
縁
に
よ
り 

今
回
特
別
寄
稿
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

『
お
多
賀
さ
ん
と
私
』

華
厳
宗
管
長
・
第
二
二
二
世
東
大
寺
別
當　

狹
川　

普
文
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狹
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稿



西に
し

村む
ら　

弘ひ
ろ

義よ
し

昭和12年１月14日 生 （満79歳）

●現　職 西村機械製作所代表
●略　歴 多賀町屏風区長
 屏風区氏子総代 

頭
　
人

古例祭
九月

　
九
月
九
日
重ち

ょ
う

陽よ
う

の
節
句
に
九
月
古
例

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
多
賀
町
屏
風
地
区
よ
り
西
村

弘
義
氏
が
頭
人
と
し
て
ご
奉
仕
頂
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
還
暦
の
氏
子
中
が
担
ぐ
鳳
輦

を
中
心
と
し
た
渡
御
や
、
豊
凶
を
占
う
古こ

知ち

古こ

知ち

相
撲
が
執
り
行
わ
れ
秋
の
訪
れ
を

感
じ
さ
せ
る
境
内
は
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し

た
。

舞を奏でる氏子小学生舞を奏でる氏子小学生

豊凶を占う古知古知相撲

鳳輦を担ぐ還暦氏子鳳輦を担ぐ還暦氏子
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コ
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コ
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恒
例
の
講
社
大
祭
が
九
月
二
十
八
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
献
幣
使
と
し
て
蒲
郡
多
賀
講
よ
り
大
竹
康
俊
氏
が
ご
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
講
社
大
祭
献
幣
使
奉
仕
に
さ
い
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒲
郡
多
賀
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大お
お

竹た
け　

康や
す

俊と
し

　
こ
の
度
、
全
国
の
多
賀
講
講
員
の
皆
様
を
代
表
し
、
講
員
の
家
内
安
全
、
延
命
長
寿
を
祈
念

す
る
献
幣
使
の
大
役
に
ご
推
挙
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
は
、
蒲
郡
多
賀
講
は
元
よ
り
私
に
と
っ
て

誠
に
身
に
余
る
栄
誉
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
蒲
郡
多
賀
講
は
、
競
艇
と
ミ
カ
ン
と
人
情
が
誇
り
の
愛
知
県
蒲
郡
市
に
あ
り
、
講
員

一
同
多
賀
大
神
様
を
日
々
信
心
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
の
父
は
蒲
郡
生
ま
れ
で
は
な
く
、明
治
四
十
二
年
多
賀
の
地
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
祖
父
母
が
、

多
賀
大
社
に
て
奉
仕
を
し
て
い
た
事
か
ら
、
父
は
、
当
時
の
宮
司
様
よ
り
多
賀
大
社
の
「
多
」

を
頂
き
、「
多
佐
造
」
と
命
名
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
父
多
佐
造
、
還
暦
の
折
に
は
多
賀
大
社
よ
り
蒲
郡
多
賀
講
設
立
の
声
が
か
か
り
初
代
講
長
を
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
爾
来
、
四
十
七
年
間
五
代
の
講
長
を
数
え
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
間
、
古
例
大
祭
に
も
親
子
二
代
で
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
は
、
今
で
も
心
の
宝
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
父
親
の
意
を
大
切
に
大
神
様
の
ご
加

護
を
末
永
く
賜
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
全
国
講
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
ご
奉
仕
に
際
し
て
の
御

礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
十
一
月
二
十
三
日
、
約
五
百
俵
も
の
初
穂
米
を
積
み
上
げ
て
新
嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
の
豊
年
使
は
、
米
原
市
東
黒
田
西
学
区
大
世
話
係
髙
森
仁
司
氏
が
ご
奉
仕
さ
れ
ま
す
。

豊
年
講
秋
季
大
祭
豊
年
使
を
奉
仕
す
る
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
年
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙た
か

森も
り　

仁ひ
と

司し

　
こ
の
度
、
豊
年
講
員
を
代
表
し
、
豊
年
使
と
し
て
新
嘗
祭
を
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
、
こ
の
上
な
い
喜
び
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
十
二
年
よ
り
父
の
後
任
と
し

て
字
の
世
話
係
に
就
任
し
た
事
を
機

に
豊
年
講
に
携
わ
り
、
地
区
大
世
話

係
と
し
て
は
三
年
目
の
未
熟
者
で
、

決
し
て
大
役
を
担
う
器
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
精
一
杯
ご
奉
仕
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
自
身
多
賀
大
社
へ
は
生
ま
れ
た

こ
ろ
か
ら
家
族
揃
っ
て
年
越
し
参
り

を
し
、
人
生
の
節
目
も
必
ず
お
参
り

し
て
お
り
ま
す
。
古
稀
を
迎
え
た
今
、

孫
に
も
囲
ま
れ
た
穏
や
か
な
日
々
を

送
れ
て
い
る
の
は
、
ひ
と
え
に
多
賀

の
大
神
様
の
お
陰
と
感
謝
致
し
て
お

り
ま
す
。 

　
当
日
は
地
区
の
世
話
係
と
共
に
、

恙
な
く
ご
奉
仕
出
来
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

講
社
大
祭

新
嘗
祭
（
豊
年
講
秋
季
大
祭
）

供
奉
者
ご
紹
介

　

石
田 

昭
一
氏　

中
村 

辰
男
氏　

浅
井 

一
二
氏

　

斉
藤 

篤
司
氏　

壁
谷 

六
雄
氏
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祭
礼
調
査
に
つ
い
て

　

多
賀
町
立
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

 

音
田　

直
記

　
昨
年
度
か
ら
、
多
賀
大
社
に
お
け
る
祭
礼
を
調

査
す
る
専
門
委
員
会
を
組
織
し
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
祭
り
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
変
遷
し
た

も
の
で
、
例
え
ば
四
月
の
古
例
大
祭
と
九
月
の
古

例
祭
の
他
に
昭
和
二
十
二
年
ま
で
は
六
月
に
も
同

じ
規
模
の
古
例
祭
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
一
年
に

三
回
の
古
例
祭
の
い
ず
れ
も
が
、
祭
り
を
主
宰
す

る
役
で
あ
る
頭
人
を
氏
子
崇
敬
者
か
ら
選
び
定
め

る
「
差
定
」
と
い
う
形
で
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
は

大
変
貴
重
な
事
例
で
、「
国
内
で
も
古
く
か
ら
現

在
に
続
く
、
貴
重
な
祭
礼
行
事
で
あ
る
」
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　
祭
礼
の
変
遷
を
調
査
し
て
い
く
な
か
で
、
多
賀

大
社
と
地
域
の
関
わ
り
の
深
さ
を
発
見
す
る
事
が

出
来
、
多
賀
大
社
の
祭
り
は
地
域
の
歴
史
文
化
の

象
徴
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
賀
町
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
お
い
て

も
、
祭
り
の
重
要
性
と
可
能
性
に
つ
い
て
は
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
調
査

が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
、
重
要
な
役
割

を
果
た
す
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　
多
賀
町
立
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
当
社
年
間
祭
事
の
祭
礼
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

熊
野
新
宮

天
神
神
社

熊
野
神
社

聖
神
社

三
宮
神
社

境
内
紹
介

4

三
宮
神
社
・
聖
神
社

さ
ん
の
み
や

ひ
じ
り

　
こ
の
二
社
は
一
社
殿
に
お
祀
り
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
度 

改
修
工
事
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
宮
神
社
は
「
建
築
土
木
」・
聖
神
社
は
「
病
気
平
癒
」
の
ご
利
益
が
あ

る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
聖
神
社
は
明
治
以
前
、
平
安
時
代
東
大
寺
の
再
建
を
命
じ
ら
れ
た

僧
侶
「
俊

し
ゅ
ん

乗じ
ょ
う

坊ぼ
う

重ち
ょ
う

源げ
ん

」
を
ご
祭
神
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
重

ち
ょ
う

源げ
ん

は
、
当
時
六
十
歳
と
い
う
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
当
社
に
延
命

祈
願
に
訪
れ
、
二
十
年
の
寿
命
を
授
か
る
神
示
を
受
け
、
無
事
再
建
を
成

し
遂
げ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
聖
神
社
の
前
に
は
、
重
源
に
縁
の
深
い
寿
命
石
が
今
な
お
残
っ
て
お
り
、

故
事
に
倣
い
、
健
康
長
寿
の
祈
り
を
込
め
る
白
石
を
お
供
え
す
る
参
拝
者

が
絶
え
ま
せ
ん
。

祭
礼
調
査
は
じ
ま
る
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お
ば
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新
堂
ル
ー
ト

し
ん
ど
う

ご

だ
い
さ
ん

か
い
ど
う

愛
知
川
ル
ー
ト

え

　ち

　が
わ

多
賀
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　コ
ア
メ
ン
バ
ー

・
多
賀
大
社

・
シ
ブ
ヤ
写
真
館

　（渋
谷
博
）

・
多
賀
町
立
博
物
館

・
門
𦚰
正
人

 

（
愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館
顧
問
）

・
中
川
穣

　（郷
土
史
家
）

・
中
川
信
子

 

（
多
賀
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

御
代
参
街
道

　愛
知
川
〜
八
日
市

道
分
間
延
絵
図
」
に
描
か
れ
て
お
り
、「
伊

勢
路
　
道
法
廿
六
里
　
八
日
市
村
江
一
里

　
日
野
江
五
里
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
堂
に
は
、
円
光
寺
の
角
に
「
左
い
せ

道
　
同
八
日
市
」
が
、
地
蔵
堂
前
に
「
右

ゑ
ち
川
た
か
道
　
左
む
さ
八
ま
ん
道
」（
宝

暦
九
年 

一
七
五
九
）
と
刻
ま
れ
た
道
標

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
木
流
・
平
阪
・
伊
野
部
を
通

り
日
吉
に
進
み
ま
す
。

　
中
山
道
愛
知
川
宿
（
愛
荘
町
愛
知
川
）

の
中
ほ
ど
よ
り
南
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
東

　
奥
村
神
社
に
は
社
務
所
の
植
え
込
み
に

「
す
ぐ
い
せ
八
日
市
道
　
す
ぐ
た
が
ゑ
ち

川
道
」
と
両
面
に
刻
ま
れ
た
道
標
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
後
、
下
野
を
通
り
建
部
日
吉
に
進

み
ま
す
。
日
吉
に
は
「
右
ハ
い
せ
み
ち
」

と
「
右
ゑ
ち
か
わ
み
ち
」（
金
賞
寺
）
の

道
標
が
あ
り
ま
す
。

　
中
山
道
の
三
俣
（
東
近
江
市
五
個
荘
三

俣
町
）
と
新
堂
（
同
新
堂
町
）
の
境
界
に

東
へ
入
る
道
が
あ
り
ま
す
。
松
本
木
材
店

の
北
側
で
、
今
は
廃
道
に
な
っ
て
い
て
木

材
店
の
南
に
新
道
が
出
来
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
「
右
京
道
　
左
い
せ
ひ
の
八
日

市
」
と
か
か
れ
た
天
保
十
五
年
（
一
八
四

四)
の
常
夜
灯
が
建
っ
て
い
ま
す
【
写
真

③
】。

　
こ
の
道
に
つ
い
て
は
江
戸
幕
府
が
文
化

三
年
（
一
八
〇
六
）
に
作
成
し
た
「
中
山

い
う
表
記
も
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
明
治
六
年
九
月
の
「
小
幡

村
地
券
取
調
総
絵
図
」
を
見
る
と
、
現
在

の
場
所
で
は
な
く
、
も
う
少
し
北
で
道
が

分
か
れ
て
い
ま
す
。
前
田
谿
澗
堂
の
前
を

東
に
向
か
う
細
い
道
で
、
こ
れ
が
小
幡
旧

ル
ー
ト
で
す
【
写
真
②
】。

　
愛
知
川
が
よ
く
氾
濫
し
道
が
荒
れ
て
い

る
の
で「
街
道
の
付
け
替
え
を
願
い
出
た
」

と
い
う
古
文
書
が
地
元
に
残
さ
れ
て
お
り
、

新
し
い
道
が
で
き
た
時
に
、
道
標
も
移
動

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　「
御
代
参
街
道
」
が
中
山
道
か
ら
分
岐

す
る
地
点
は
、
小
幡
（
東
近
江
市
五
個
荘

小
幡
町
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
江
鉄
道
五
個
荘
駅
か
ら
中
山
道
に
接

続
す
る
道
の
角
に
「
右
京
み
ち
　
左
い
せ

ひ
の
八
日
市
み
ち
」
と
二
面
に
刻
ま
れ
た

道
標
が
建
っ
て
い
ま
す
。
享
保
三
年
（
一

七
一
八
）
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
【
写
真
①
】。

　
ま
た
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

頃
に
陸
地
測
量
部
が
測
量
し
た
二
万
分
の

一
の
「
測
量
部
地
図
」
に
は
、
中
山
道
か

ら
小
幡
・
奥
・
下
野
・
上
日
吉
（
建
部
日

吉
）
を
通
り
八
日
市
へ
進
む
道
が
二
重
線

で
描
か
れ
て
い
て
、「
御
代
参
街
道
」
と

写真②　小幡旧ルート入口

写真①　小幡の道標

写真③　新堂の常夜灯

6No.56



小
幡
ル
ー
ト

Vol.7
T a g a m i c h i

お
ば
た

新
堂
ル
ー
ト

し
ん
ど
う

ご

だ
い
さ
ん

か
い
ど
う
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ル
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わ
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賀
道
プ
ロ
ジ
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ク
ト

　
　
　
　
　
　コ
ア
メ
ン
バ
ー

・
多
賀
大
社

・
シ
ブ
ヤ
写
真
館

　（渋
谷
博
）

・
多
賀
町
立
博
物
館

・
門
𦚰
正
人

 

（
愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館
顧
問
）

・
中
川
穣

　（郷
土
史
家
）

・
中
川
信
子

 

（
多
賀
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

御
代
参
街
道

　愛
知
川
〜
八
日
市

◇

　
さ
て
、
小
幡
・
新
堂
・
愛
知
川
か
ら
の

三
つ
の
ル
ー
ト
を
考
え
ま
し
た
が
そ
れ
ら

は
建
部
日
吉
で
出
合
い
、
八
日
市
に
進
み

ま
す
。　
中
山
道
か
ら
八
日
市
へ
行
く
の

に
一
本
の
道
で
は
な
く
「
伊
勢
道
」
と
し

て
併
存
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
た
だ
、『
国
絵
図
』
や
『
森
野
家
文
書
』

が
示
す
内
容
か
ら
、
愛
知
川
ル
ー
ト
が
御

代
参
街
道
の
原
型
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

（
門
𦚰
正
人
）

に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、『
愛
智
川
宿
森
野
家
文
書
』
に

は
井
伊
直
孝
が
愛
知
川
宿
で
東
に
折
れ
、

「
野
間
津
」
に
出
て
土
山
に
向
か
っ
た
と

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
徳
川
家
光
が
疱
瘡

を
患
っ
た
の
で
、
直
孝
が
代
参
で
伊
勢
神

宮
へ
平
癒
祈
願
に
行
っ
た
寛
永
期
（
一
六

二
四
～
四
三
）
の
話
と
思
わ
れ
ま
す
。

に
入
る
道
が
あ
り
ま
す
。
角
に
は
「
小
松

屋
」
と
い
う
菓
子
店
が
あ
り
ま
し
た
【
写

真
④
】。不の
ま
ず飲

井ゆ

に
出
て
東
円
堂
・
南
清
水
・

大
清
水
を
通
り
、
小
田
苅
の
極
楽
橋
の
交

差
点
に
出
ま
す
。

　
極
楽
橋
か
ら
対
岸
の
建
部
北
に
渡
る
と

「
河
辺
い
き
も
の
の
森
」
が
あ
り
、
そ
こ

に
は
「
左
ゑ
ち
川
」
と
い
う
自
然
石
の
道

標
が
あ
り
ま
す
。
吉
祥
院
の
前
に
も
「
い

せ
み
ち
み
き
へ
」
の
道
標
が
あ
り
【
写
真

⑤
】、
建
部
南
を
通
り
建
部
日
吉
に
進
み

ま
す
。

　
こ
の
道
は
「
測
量
部
地
図
」
に
載
っ
て

い
ま
す
が
、
江
戸
期
の
『
近
江
国
絵
図
』

写真④　愛知川ルート入口

御代参街道「中山道～八日市」（明治26年測図の陸地測量部地図に加筆）
写真⑤　建部北の道標

御代参街道
新道

愛
知
川
ル
ー
ト

不
飲
井

の
ま
ず
ゆ

小
幡
ル
ー
ト新

堂
ル
ー
ト

中山道

八日市
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多
賀
の
杜
の
整
備
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
春
に
は
職
員
総
出
で
成
木
調
査
を
行
い
、

一
本
一
本
の
生
育
状
況
を
調
べ
、
整
備
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
期
事
業
と
し
て
、

大
鳥
居
、
太
閤
橋
周
辺
の
境
内
林
整
備
が
進

め
ら
れ
、
併
せ
て
絵
馬
殿
に
隣
接
す
る
池
の

景
観
整
備
も
施
さ
れ
、
境
内
の
前
庭
が
木
漏

れ
日
が
差
し
込
む
柔
ら
か
な
雰
囲
気
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
表
参
道
「
絵
馬
通
り
」
整
備
事
業

も
第
一
期
工
事
が
完
工
し
、
大
鳥
居
前
周
辺

は
石
畳
参
道
と
な
り
ま
し
た
。

　
是
非
、
社
頭
一
新
さ
れ
た
お
多
賀
さ
ん
へ

ご
参
拝
下
さ
い
。

　
八
月
二
十
一
日
、
新
国
立
劇
場
で
上
演
さ

れ
る
西
島
数
博
氏
が
手
掛
け
る
神
話
舞
台

「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
古
事
記
」
で
、
ご
夫
婦

が
当
社
の
ご
祭
神
で
あ
る
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ

ナ
ミ
役
を
演
じ
る
た
め
、
今
回
ご
参
拝
さ
れ

ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
災
害
に
対
し
、
氏
子
な
ら
び
参

拝
者
の
皆
様
に
募
金
の
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
し
た
所
、
総
額
約
五
十
万
円
の
義
捐
金
を

お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い
お
気

持
ち
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
こ
の
義
捐
金
は
滋
賀
県
神
社
庁
、
多

賀
町
役
場
を
通
じ
て
被
災
地
へ
お
届
け
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

西
島
数
博

真
矢
ミ
キ 

ご
夫
妻
参
拝

熊
本
地
震
義
捐
金
御
礼

ぬ
ば
た
ま
の

　

月
を
愛
で
つ
つ
遥
か
な
る

　
　

被
災
の
地
に
と
思
い
馳
せ
い
る

 

彦
根
市
　
河
分 

武
士

初
鴨
に

　

さ
ざ
波
の
綺
羅　

あ
り
に
け
り

 

米
原
市
　
成
宮 

義
雄

観
月
祭　

献
詠
献
句

短
歌
特
選

俳
句
特
選

楽
人
の

　

夜
目
に
も
綺
羅
の
装
束
に

　
　

舞
え
る
姿
よ
観
月
の
夜

 

甲
賀
市
　
田
中 

と
も
子

一
舟
の

　

過
る
煌
め
き　

月
の
道

 

高
島
市
　
貫
野 

浩

多
賀
の
杜
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10月・11月の期間中、特別プランをご用意いたし
ました。記念写真・レンタル衣装のご予約も承っ
ております。

広
い
境
内
や
神
聖
な
杜

国
の
名
勝
で
あ
る

お
庭
を
望
む
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
最
適
！

広
い
境
内
や
神
聖
な
杜

国
の
名
勝
で
あ
る

お
庭
を
望
む
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
最
適
！

9

コ
ン
テ
ン
ツ
タ
イ
ト
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
タ
イ
ト
ル

多
賀
の
杜
か
ら



万
灯
祭
ご
献
灯

万
灯
祭
ご
献
灯

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
も
多
く
の
ご
献
灯
を
頂
き
、八
月
三
、四
、五
日
の
万
灯
祭
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
一
万
円
以
上
の
ご
献
灯
者
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

但
し
、戒
名
は
申
込
者
名
で
、連
名
は
代
表
者
名
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

二
万
円
灯

ー
十
五
灯
ー

滋
賀
県

多
賀
町

多
賀
大
社 

節
分
会

ー
五
灯
ー

滋
賀
県

彦
根
市

㈱
平
和
堂

岐
阜
県

髙
橋 

満
里
子

髙
橋 

修

小
寺 

智
恵

ー
三
灯
ー

滋
賀
県

多
賀
町

多
賀
大
社 

頭
人
会

大
阪
府

㈱
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ

ー
二
灯
ー

滋
賀
県

多
賀
町

㈱
多
賀
組

彦
根
市

彦
根
露
店
商
組
合

𦚰
坂 

正
人

㈱
伊
藤
組

近
江
鉄
道
㈱

岐
阜
県

㈲
岐
阜
シ
ス
テ
ム

愛
知
県

鷲
見 

幸
治

大
阪
府

大
阪
誠
照
会

ー
一
灯
ー

滋
賀
県

多
賀
町

中
野 

幸
彦

㈱
ミ
ヤ
ジ
マ

犬
上 

岳

㈱
莚
寿
堂

円
城
寺 

守

四
手
氏
子
中

㈲
多
賀
や

参
天
製
薬
㈱
四
手
工
場

そ
ば
処 

む
ら
さ
き

㈲
藤
居
製
作
所

多
賀
大
社 

氏
子
総
代
会

愛
荘
町

近
江
印
刷
㈱

近
江
八
幡
市

た
ね
や
グ
ル
ー
プ

大
津
市

安
田 

伊
佐
男

杉
岡 

勝
彌

木
村 

は
つ

瀬
川 

勝
規

草
津
市

村
岡
通
信
建
設
㈱

太
田
酒
造
㈱

甲
賀
市

イ
ブ
・
カ
ン
パ
ニ
ー

㈲
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ひ
ま
わ
り
の
家

甲
良
町

㈱
一
休
庵

山
本 

昇

湖
南
市

甲
西
中
央
歯
科

城
後 

康
秀

豊
郷
町

西
山 

重
治

長
浜
市

小
川 

晋
一

大
塚 

誠
次
郎

改
田 

一
夫

寺
村 

正
和

柏
寿
会 

南
郷
里
支
部

㈱
か
わ
重

藤
居 

大
暉

尾
崎 

正
三

東
近
江
市

平
岩 

勝

三
輪 

幸
太
郎

古
田 

善
子
郎

福
阪 

以
志

小
池
会

𦚰 

正
己

田
中 

茂
樹

彦
根
市

㈱
西
澤
工
務
店

鳳
室 

佑
彩

小
財 

勲

奥
野 

文
雄

田
中
電
気
設
備
管
理
事
務
所

川
瀬
計
理
事
務
所

㈱
清
水
鐵
工
所

㈱
公
益
社

木
川 

英
樹

川
分 

善
孝

藤
村 

紀
子

三
輪 

和
宏

㈱
ノ
セ
ヨ

一
圓
テ
ク
ノ
ス
㈱

山
甚
開
発
㈱

遠
﨑 

成
吉

共
同
電
気
㈱

矢
吹 

敏
明

フ
ジ
テ
ッ
ク
㈱

村
木
せ
つ
子

㈱
フ
タ
バ
ヤ

山
本 

信
夫

㈲
伊
藤
金
属

西
川 

傳
一

㈲
オ
フ
ィ
ス
タ
ニ
ザ
ワ

田
中
商
事
㈱

㈱
雅
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

ラ
・
パ
テ
ス
リ
ー
ジ
ュ
ジ
ュ

㈱
田
中
家
石
材

中
村 

善
一
郎

今
村 

英
二

㈱
一
色
製
作
所

㈱
永
昌
堂
印
刷

北
村 

昌
造

㈱
文
教
ス
タ
ヂ
オ

大
平 

ミ
チ
エ

米
原
市

牧
野 

修
三

三
軌
工
業
㈱

中
川 

満
雄

栗
東
市

㈱
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト

竜
王
町

市
岡 

久
義

埼
玉
県

㈱
近
江
屋
酒
店

東
京
都

今
井 

純
子

長
友 

美
穂
子

鈴
江 

由
美

神
奈
川
県

桒
原 

栄
一

石
川
県

水
野 

美
帆

福
井
県

寺
島 

進
一
郎

㈱
武
村
鐵
工
所

長
野
県

松
葉 

和
嗣

轟 

速
人

岐
阜
県

加
納 

智
惠
子

加
納 

稔
敬

村
瀬 

サ
カ
エ

田
中
社
寺
㈱

駒
井 

均

伊
藤 

貞
男

櫻
井 

鉞
三

藤
田 

三
蔵

山
田 

浩
三

㈱
陣
屋
工
業

桐
山 

勝
司

三
宅 

久
男

井
戸 

忠
司

藤
塚 

守
一

㈱
松
井
組

酒
井 

満
生

静
岡
県

髙
橋 

正
吉

愛
知
県

伊
藤 

公
子

尾
見 

昌
宏

前
橋 

保
彦

後
藤 

鎭
子

山
本 

孝
男

山
本 

守
男

髙
見 

勝
俊

市
原 

久
子

伊
藤 

八
千
二

㈲
ヤ
ツ
ル
ギ
自
動
車

杉
﨑 

文
彦

永
一
産
商
㈱

坂
野 

絢
子

鈴
木 

錞
次

神
谷 

髙
雄

富
本 

一
久

㈱
大
智
建
設

平
野 

正
治

小
澤 

素
生

岩
田 

光
正

丹
羽 

克
己

三
重
県

丸
山 

音
治
郎

梅
田 

修
造

多
賀 

勇

藤
井 

保
之

宇
陀 

清
隆

京
都
府

㈱
丸
又

東
和
奉
産
㈱

西
出 

浩

神
谷 

優
子

中
川 

升
行

大
阪
府

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

江
島 

史
朗

中
嶋 

博
子

曽
根
﨑 

義
基

井
伊 

み
ち
よ

毘
沙
門
院 

剛
史

兵
庫
県

山
形 

直
樹

清
水 

巖

岡
山
県

灘
崎
㈱

福
岡
県

酒
井 

善
浩

 

一
万
円
灯

ー
九
灯
ー

兵
庫
県

塩
月 

照
世

ー
三
灯
ー

岐
阜
県

福
地 

博

愛
知
県

戸
田 

栄

広
島
県

井
上 

明
美

ー
二
灯
ー

滋
賀
県

大
津
市

パ
ラ
セ
ン
ス 

フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ー
シ
ョ
ン

東
近
江
市

谷 

若
子

彦
根
市

㈱
イ
ズ
ミ

㈱
伊
藤
組

米
原
市

中
川 

雅
晴

栗
東
市

青
山 

賢
造

林 

嘉
彦

東
京
都

多
賀 

宗
紀

岐
阜
県

河
合 
克
宣

愛
知
県

近
藤 

種
廣

山
口 

重
吉

岩
瀬 

仁
紀

大
倉 

正
敏

髙
橋 

郁
子

則
竹 

博

京
都
府

田
中 

一
男

平
安
錦
製
㈱

奈
良
県

㈱
日
東
電
設

山
口
県

石
原 

海
玄

ー
一
灯
ー

滋
賀
県

多
賀
町

日
世
㈱
び
わ
湖
工
場

㈱
マ
ル
ト

山
本
機
工
㈱

古
川 

良
治

多
賀
㈱

㈱
コ
ザ
イ
工
業

大
津
屋 

本
多
酒
店

飯
尾 

淳
一
郎

木
村 

光
伸

お
つ
け
も
の
丸
長

尾
谷 

忠
之

富
田 

平

㈱
滋
賀
銀
行
多
賀
支
店

井
上 

尚
世

西
䑓 

俊
夫

㈱
木
村
重
兵
衛
商
店

㈲
か
ぎ
楼

龍
見 

滋
子

彦
根
倉
庫
㈱

共
栄
社
化
学
㈱

彦
根
急
送
㈱

井
樋
建
設
㈱

㈱
坂
本
金
型
工
作
所

上
田 

正
義

平
塚 

喜
三

久
保 

久
良

青
竜
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

愛
荘
町

小
川 

志
ず

廣
瀬 

重
雄

川
口 

秀
政

谷 

幹
義

藤
野 

翔
平

山
縣 

俊
之

梅
田 
満
壽
雄

冨
永 
笑
子

川
口 

忠
茂

竹
内 

理
生

竹
内 

瑠
輝

北
川 

美
穂

近
江
八
幡
市

奥
山 

義
雄

塩
田 

忠
夫

川
端 

五
兵
衞

川
端 

大
介

中
川 

廣
子

立
正
佼
成
会 

滋
賀
教
会

保
知 

忠
雄

大
津
市

安
田 

隆
昌

野
村 

隆
嗣

木
村 

喜
則

木
村 

充
宏

木
村 

智
美

㈱
メ
タ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ル
ー
ツ
石
山

木
村 

敬
太
郎

阪
口 

光
伸

田
中 

智
代
子

西
原 

一
馬

清
水 

敏
彦

清
水 

美
智
子

清
水 

智
之

橋
本 

好
民

原
田 

か
づ
枝

仲
川 

恵
太
郎

草
津
市

福
井 

安
兵
衛

西
川 

英
雄

太
田 

實
則

山
浦 

敏
子

堀
井 

喜
一

中
島 

陽
可
寿

井
上 

ふ
み

甲
賀
市

川
下 

喜
代
子

植
西 

雄
次
郎

宇
田 

精
一

林 

心
也

甲
良
町

川
並 

孝
一

川
並 

健
嗣

北
川 

孫
之
丞

桂
田 

誠
一

桂
田 

剛
司

上
野 

勇

上
野 

峰
子

湖
南
市

隠
塚 

正
彦

小
西 

充

高
島
市

井
保 

猛
司

萬
木 

明
子

平
井 

左
千
夫

平
井 

美
代

豊
郷
町

岸
田 

芳
雄

雅
商
事
㈱

西
山
繊
維
㈱

長
浜
市

髙
田 

兵
衛

福
永 

豊
子

中
嶋 

喜
代
治

寿
え
ひ
ろ
衣
裳

㈱
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
ス
ズ
キ

明
文
舎
印
刷
商
事
㈱

草
野 

浩
一

山
田 

英
雄

内
藤 

滋
雄

金
子 

勉

川
崎 

隆
嗣

瀧
澤 

嘉
一
郞

㈱
大
久
保

山
下 

勇
男

石
光 

文
博

瀧
澤 

吉
興

尾
﨑 

秀
幸

笑
笑

㈲
滋
賀
上
水
工
業

鈴
木
商
店 

赤
尾 

栄
司

武
田 

進

松
宮 

雅
夫

㈲
セ
イ
フ
ァ

大
橋 

元
信

西
村 

孝
則

富
士
印
刷
㈱

東
近
江
市

中
村 

政
雄

加
藤 

幸
男

楠
亀 

正
男

中
堀 

正
儀

村
山 

清
一
郎

河
原
﨑 

智
久

岩
嵜 

一
郎

脇
坂 

新
三

㈲
窓
快
工
房
共
栄

廣
瀬
石
材
店

大
湖
産
業
㈱

小
寺 

康
之

深
尾 

忠
一
郎

タ
カ
ギ
電
設

辻 

義
一
郎

石
垣
畳
店

波
多
野 

惇
志

村
山 

元

山
田 

郁

𦚰 

弘
和

木
下 

義
隆

森
野 

角
男

今
堀 

芳
男

森
野 

定
一

井
口 

弥
一
郎

今
堀 

敏
仁

福
永 

信
行

ト
ミ
エ
板
金

今
堀 

丈
次

今
堀 

豊

木
下 

宣
弘

𦚰 

眞
澄

森
野 

智
司

井
口 

哲
司

井
口 

正
司

大
前 

欽
市

井
口 

結
菜

谷 

利
和

植
田 

光
男

川
合 

勝
治

吉
井 

藤
太
郎

城 

秀
樹

吉
岡
ウ
エ
ビ
ン
グ
㈱

杉
田 

篤

辻
野 

義
美

長
谷
部 

達
成

森
田 

重
信

㈱
メ
ー
ル
設
計

布
施 

作
兵
衛

彦
根
市

稲
毛 

友
幸

北
川 

好
枝

渡
邊 

幹
雄

清
水 

克
己

㈱
千
成
亭

㈱
シ
ン
セ
イ

小
林 

正
治

医
療
法
人 

友
仁
会

堀
口 

敏
明

千
田 

次
夫

西
田 

平
四

田
中 

伸
明

楠
堀 

治
一

楠
堀 

幸
枝

㈱
成
功
産
業

㈱
七
福
建
設

林 

新
三

㈱
北
川
鉄
工
所

文
村 

俊
治

一
圓 

億
夫

米
谷 

忠
一

中
田 

茂
男

野
上 

謙
治

㈱
王
本
電
工

沼
波 

素
子

大
和
証
券
㈱
彦
根
支
店

松
本 

晃
一

城
陽
産
業
㈱

若
林 

次
郎

小
鉢
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

居
酒
屋 

ひ
ま
つ
ぶ
し

g’erbera

金
澤 

節
男

伊
藤 

成
造

㈲
田
中
印
刷
所

㈲
春
日
興
業

成
宮 

茂

夏
原
工
業
㈱

岡
野 

嘉
彦

西
川 

貞
子
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万
灯
祭
ご
献
灯

万
灯
祭
ご
献
灯

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
も
多
く
の
ご
献
灯
を
頂
き
、八
月
三
、四
、五
日
の
万
灯
祭
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
一
万
円
以
上
の
ご
献
灯
者
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

但
し
、戒
名
は
申
込
者
名
で
、連
名
は
代
表
者
名
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

大
谷 
浩
司

大
辻 
一
紘

上
田 

善
治

塚
本 

武
司

㈱
棚
橋
食
品

石
川 

雅
一

寺
沢 

節
男

中
村 

誠
作

㈱
伊
勢
幾

㈲
末
永
開
発

㈲
藤
塚
時
計
店

端 

重
之

加
藤 

儀
十
郎

近
江
タ
ク
シ
ー
㈱

木
村 

康
夫

㈱
フ
レ
ー
バ
ー

西
村 

謹
一

片
岡 

秀
和

日
野
町

星
田 

章
夫

山
田 

和
夫

東 

専
治
郎

道
玄 

槌
松

武
本 

藤
治
郎

荒
川 

和
夫

樫
野 

ま
さ

玉
八 

孝
徳

奥
野 

幸
治

岡 

昭
男

樫
野 

賢
一

奥
野 

友
紀

米
原
市

岩
﨑 

卓
巳

北
川 

行
雄

髙
木 

純
二

髙
木 

し
ず
を

笹
木 

孝
子

堀
田 

嘉
広

伊
夫
伎 

元
一

㈱
旭
ハ
ウ
ジ
ン
グ

田
中 

慶
和

大
橋 

進

吉
田 

喜
與
一

堀
川 

嘉
洋

堀
川 

ひ
と
み

岩
佐 

誠

中
川 

洋
子

鎌
田 

真
布
美

㈲
景
樹
園

井
戸 

知
恵
美

小
倉 

文
吉

澤 

正
幸

西
川 

宏
臣

片
山 

義
昭

リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
㈱
エ
ク
シ
ブ
琵
琶
湖

守
山
市

山
田 

真
一

野
洲
市

藤
井 

幸
雄

深
田 

義
廣

久
野
部
え
ん
し
ち
駐
車
場

北
村 
博
子

師
岡 
輝
夫

栗
東
市

田
中 

康
人

田
中 

光
子

安
藤 

辰
夫

竜
王
町

川
嶋 

健
市

西
村 

健
治
郎

北
海
道

間
宮 

フ
ミ
子

稲
見 

清
治

岩
手
県

本
山 

信
一

石
川 

誠

群
馬
県

㈱
グ
ッ
ド
ワ
ン

古
澤 

英
彦

埼
玉
県

東
宮 

實

出
野 

悦

武
藤 

博
昭

勢
川 

真
央

千
葉
県

岡
部 

広
光

東
京
都

川
口 

孝

寺
内 

和
子

下
村 

九
兵

北
村 

直
一

小
橋 

了
子

萩
原 

良
幸

柴
田 

好
子

柳
澤 

里
子

大
橋 

玉
枝

北
村 

譲
二

石
井 

ト
ミ

永
井 

里
佳

多
賀 

て
ふ

多
賀 

八
束

松
永 

瞳

竹
村 

欣
三

堀
江 

清
道

伊
酒
野 

典
助

佐
々
木 

袖

小
野 

美
惠
子

小
野 

圭
子

永
曽 

重
光

荒
澤 

志
津
子

竹
中 

定
次
郎

竹
中 

ツ
ヤ

竹
中 

幸
子

竹
中 

き
ゅ
う

伊
藤 

和
枝

神
奈
川
県

福
島 

誠

新
潟
県

田
村 

忠
義

石
坂 

若
葉

福
嶋 

伸
也

馬
場 

久
子

石
川
県

若
林 
茂

中
川 
忠
幸

中
川 
智
栄
美

沢
柳 

健
二

神
戸 

能
富
子

福
井
県

腹
巻 

清
子

髙
橋 

麗
子

石
長 

元
子

古
川 

登

野
村 

三
郎

竹
村 

晃
市
郎

中
村 

康
孝

松
坂 

新
造

松
坂 

て
い

長
野
県

池
田 

美
里

小
日
向 

義
夫

轟 

健
治

田
畑 

辰
治

岐
阜
県

川
添 

敏
弘

国
嶋 

昇

正
怜
設
備

田
中 

美
代
子

田
中 

裕
美

辻 

伸
昌

辻 

伸
建

㈱
辻
工
務
店

前
嶋 

雅
彦

細
野 

利
男

細
野 

日
出
子

堀
井 

省
治

堀
井 

了
子

髙
木 

喜
弘

大
西 

信
夫

岡
本 

弘

日
比
野 

守
男

傍
島 

浩
蔵

加
納 

協

所 

定
夫

岡
崎 

弘
則

前
田 

勝
治

前
田 

弘
子

杉
本 

奈
実
子

杉
本  

一
郎 

堀
田 

房
義

㈱
後
藤
紙
店

酒
井
田 

卦
市

谷 

基
彦

清
水 

道
夫

牛
嶋 

和
朗

橋
本 

幸
夫

中
村 

良
夫

松
井 

清
子

若
山 

正

神
戸 

照
雄

嶋
崎 

良
造

松
野 

守
正

㈲
樋
口
石
油
店

細
野 

毅

若
山 

義
昭

景
山 
今
夫

㈱
森
ブ
ロ
ッ
ク

鳥
本 

哲
夫

大
垣
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
㈱

杉
山 

恒
夫

大
前 

英
生

片
桐 

匡
紀

岡
田 

芳
弘

山
田 

幸
男

加
藤 

直
利

渡
邉 

貴
正

加
藤 

朋
宏

星
野 

榮
壱

名
和 

誠

谷
川 

勤

岩
田 

明
夫

渡
辺 

チ
ヨ

髙
田 

哉
子

林 

眞
太
郎

梅
村 

十
三
日

目
加
田 

智
美

日
比
野 

敏
一

岡
田 

弘

河
口 

禮
子

内
田 

幹
雄

小
林 

幸
子

安
田 

芳
弘

末
松 

兄
史

田
口 

信
二

篠
田 

仁
德

津
田
建
巧
㈱

田
村 

は
る
ゑ

堀 

眞
人

堀 

重
人

佐
久
間 

勝
義

後
鳥 

慎
治

佐
藤 

延
久

赤
尾 

正
明

加
藤 

太
朗

小
谷 

富
味
子

吉
田 

光
利

和
田 

知
佳

中
嶋 

亨

北
岡 

米
一

川
端 

篤
志

伊
藤 

幸
夫

芳
田 

一
美

山
下 

正
雄

北
川 

喜
重

杉
山 

悠
紀
子

川
地 

静
夫

村
田 

奎
吾

岡
田 

幸
吉

堀
江 

桂

太
田 

弘
一

小
瀬
木 

好

篠
田 

悦
雄

兼
村 

一
雄

上
村 

惠
宏

藤
塚 

仁
郎

藤
塚 

志
ん

武
藤 

喜
美
夫

武
藤 
裕
惠

溝
口 
隆
弘

橋
本 

茂
紀

小
条 

尚
武

髙
木 

保
則

桐
山 

光
明

森 

準
一

田
中 

太
一

白
木 

昭

西
野 

富
士
夫

静
岡
県

後
藤 

数
馬

豊
田
機
械
工
業
㈱

氏
原 

昭
八

長
谷
川 

和
美

安
間 

紀
雄

佐
野 

清
吉

佐
野 

陸
平

加
藤 

享
子

榛
葉 

保

原
田 

堅
一

平
井 

誠
一

島
澤 

仁

佐
々
木 

幸
次

愛
知
県

藤
田 

佳
孝

石
原 

義
隆

柴
田 

厚
子

加
藤 

友
康

中
西 

寿
生

石
原 

進

蟹
江 

惟
司

稲
山 

博
務

竹
内 

和
義

斎
木 

登
代
子

小
川 

和
江

山
中 

卯
津
樹

後
藤 

庄
樹

小
林 

和
代

本
村 

芳
明

桑
原 

輝
雄

林 

花
子

中
尾 

紀
之

深
谷 

み
ち
子

野
倉 

鐵
雄

川
口 

ゆ
み
子

鈴
村 

秀
実

㈲
青
山
鉄
工
所

田
仲 

嘉
明

中
島 

暉
夫

中
島 

静
枝

㈱
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

田
島 

祥
光

服
部 

式
男

纐
纈 

勇
夫

小
川 

宏

寺
部 

卓
三

山
本 

康
子

前
川 

幸
宏

深
谷 

実
敬

馬
場 

幾
男

竹
市 

𣳾
子

山
田 
民
子

淺
野 
肥
穗

淺
野 

八
重

浅
野 

勝
子

中
西 

智

伊
藤 

待
雄

岸
川 

豊

㈱
マ
ル
キ
化
成
工
業
所

小
出 

紀
子

中
條 

巖

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
カ
ー
ル
・
パ
ー
ク
レ
ー
ン

杉
原 

正

足
立 

里
美

加
古 

雅
雄

加
古 

誠
治

瀧 

シ
ヅ

川
嵜 

昌
紀

永
井 

弘
児

田
中 

末
子

宇
野 

博
明

猪
飼 

久
子

㈱
ジ
ャ
パ
ン
工
業

水
野 

益
雄

鵜
飼 

由
子

平
野 

進

㈱
西
脇
製
作
所

川
合 

洋
子

川
合 

良
和

㈱
ニ
デ
ッ
ク

㈱
サ
ン
ヴ
ォ
ー
レ

吉
田 

秋
光

日
比
野 

民
子

片
岡 

晋

波
多
野 

弘
幸

不
破 

郁
郎

不
破 

信
子

天
声
お
ま
か
せ
道
場

澤
田 

久
雄

秋
田 

将
成

後
藤 

英
治

後
藤 

タ
ズ
子

南
谷 

公
貫

太
田 

伸
子

溝
口 

孝
明

廣
井 

壽

中
島 

一
紀

近
藤 

定
明

松
井 

幸
雄

安
藤 

長
明

古
井 

晃

浅
岡 

元
八

馬
場 

敏
景

馬
場 

幸
江

馬
場 

真

久
野 

芳
裕

杁
江 

豊

伊
藤 

喜
紀

北
川 

幸
太
郎

服
部 

宗
彦

神
保 

義
之

鈴
木 

康
広

中
野 
秀
明

太
田 
寛

磯
村 
忠
雄

國
立 

治
己

國
立 

蔦
子

玉
田 

光
利

加
藤 

浩
三

後
藤 

幹
子

上
野 

眞
一

伊
藤 

輝
男

深
谷 

審
一

新
美 

次
郎

近
藤 

淳

近
藤 

マ
サ

小
島 

冨
代

小
島 

清
成

蒲
郡
多
賀
講

西
脇 

清

菊
池 

武
徳

林 

宏
光

㈱
富
本
設
計

㈲
清
宝
自
動
車

熊
谷 

美
紅

大
久
保 

カ
ツ
ノ

鈴
木 

錡

長
谷 

美
都
子

長
谷 

幸
恵

内
海 

宜
久

牧
野 

年
宏

吉
川 

兼
人

舘 

哲
二

野
崎 

清
一

相
原 

と
よ
子

立
元 

信
吉

石
黒 

満
昭

伊
藤 

美
喜
雄

深
川 

八
重
子

深
川 

英
明

横
井 

孝
子

堀
田 

俊
明

人
形
処
柴
田

太
田 

英
茂

㈱
サ
ニ
ア
工
業

長
谷
川 

雅
髙

長
谷
川 

雅
俊

鈴
木 

智
裕

山
岸 

春
樹

五
十
嵐 

喜
久
雄

荒
川 

ス
ミ
エ

長
谷
川 

浩
夫

星
川 

文
三

山
内 

𨥆
昌

石
黒 

義
孝

石
黒 

幸
志

梶
浦 

登

山
田 

博
基

城 

嘉
孝

加
藤 

輝
和

長
谷
川 

藤
芽
雄

伊
藤 

雅
尋

児
島 

喜
美
子

脇
田 

博
道

水
谷 

昌
幸

木
村 

治
樹

伊
藤 

忠
和

木
下 

節
男

松
村 

宏
造

鍋
島 

富
美
子

服
部 

嘉
江

加
藤 

肇

古
田 

孝
之

石
田 

俊
光

佐
藤 

和
平

相
川 

博
文

青
木 

富
夫

室
田 

卓
史

牧
野 

辰
生

牧
野 

君
江

髙
橋 

稔

安
藤 

種
雄

不
破 

政
子

間
瀬 

政
夫

佐
橋 

髙
夫

加
藤 

康
成

佐
藤 

博
一

相
羽 

康
雄

伴 

繁
夫

佐
治 

義
文

橋
爪 

一
寿

伊
藤 

一
三

平
野 

敏
男

平
野 

清
六

平
野 

美
代
子

服
部 

鉄
男

伊
藤 

る
み
子

石
田 

英
明

家
田 

宗
雄

岩
田 

圭
正

岩
田 

充
正

田
中 

博
康

髙
田 

研
二

丹
羽 

由
美
子

丹
羽 

千
代
子

梶
谷 

武
司

家
田 

公
恵

大
池 

進

堀 

幸
子

河
合 

栄
治

三
重
県

太
田 

俊
美

児
玉
鉄
工
㈱

児
玉 

雅
彦

堀
木 

正
子

小
泉 

邦
也

㈱
神
路
社

鈴
木 

美
代
子

安
井 

清
重

岡
野 

理

富
永 

敏
弘

冨
田 

昌
孝

い
つ
き
陶
苑

伊
藤 

勝
治

小
林 

英
昭

島
子 

規
子

花
井 

勇
夫

木
村 

八
重
子

伊
勢
国
産
合
資
会
社

加
藤 

達
也

京
都
府

八
田 

好
子

㈱
ア
イ
エ
ム
エ
ー

㈱
片
岡
商
店

古
本 

志
郎

山
本 

秀
次

長
澤 

靜
子

大
岡 

義
和

村
城 

信
隆

山
田 

稔

ヨ
シ
ダ
印
刷
㈱

大
河
内 

徹
心

清
水 

義
雄

嶋
田 

良
雄

垣
見 

和
敏

福
田 

孝
生

八
田 

伊
知
夫

田
中 

政
行

山
口 

勝
己

村
上 

尚
寛

大
阪
府

森 

は
る
恵

吉
田 

成
男

三
辻 

亮

ダ
イ
ワ
工
業
㈱

奥 

一
夫

近
藤 

英
次

井
上 

克
昌

井
上 

登
志
子

養
父 

美
代
子

大
阪
誠
照
会

畠
山 

重
徳

橋
本 

良
彦

藤
田 

康
宏

西
本 

和
史

籏
埜 

裕
久

阪
本 

翔
利

久
保 

孝
治

山
口 

照
幸

多
賀 

久
恭

嶋
川 

正
夫

㈱
コ
ム
イ
ン

古
川 

眞
弘

兵
庫
県

山
形 

巳
佐
子

米
谷 

登

森
川 

由
紀

岡 

余
志
子

日
下
部 

良
子

日
下
部 

太
郎

日
下
部 

真
穂

伊
藤 

勲

三
浦 

ひ
と
み

㈱
エ
ビ
ス
シ
マ
ダ

田
中 

潤
平

奈
良
県

井
上 

勘
解
由

森
北 

正
治

㈱
垣
内
奉
神
堂

後 

明
果

植
松 

孝
益

正
木 

三
郎

正
木 

君
子

大
木 

茂
範

和
歌
山
県

小
鯖 

恵

小
野 

正
人

小
野 

登
紀
子

島
根
県

因
原
神
楽
団

岡
山
県

吉
玉 

馨

吉
玉 

安
彦

灘
崎
㈱

柴
田 

知
之

白
神 

尚
延

広
島
県

中
津 

桃
子

香
川
県

須
崎 

義
雄

愛
媛
県

児
島 

隆

㈲
聖
高
製
作
所

高
橋 

孝
直

福
岡
県

河
野 

隆

佐
賀
県

川
原 

信
幸

宮
崎
県

児
玉 

佳
子
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〔舞女兼事務員〕

小掘　美波
（平成28年３月15日付）

採用

〔舞女兼事務員〕　髙木あゆみ
 （平成28年３月30日付）
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来
年
の
干
支
・
酉
（
と
り
）
は
果
実
が
成
熟
の
極
限
に
達
し
た
状
態
を

表
し
て
い
る
漢
字
で
、
動
物
で
は
鶏
を
あ
て
る
事
が
多
い
よ
う
で
す
。

告
時
の
番
人
、
鶏
の
よ
う
に
規
則
正
し
く
生
活
す
る
事
で
、

成
熟
し
た
果
実
（
成
果
）
が
た
く
さ
ん
得
ら
れ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

来
年
の
干
支
・
酉
（
と
り
）
は
果
実
が
成
熟
の
極
限
に
達
し
た
状
態
を

表
し
て
い
る
漢
字
で
、
動
物
で
は
鶏
を
あ
て
る
事
が
多
い
よ
う
で
す
。

告
時
の
番
人
、
鶏
の
よ
う
に
規
則
正
し
く
生
活
す
る
事
で
、

成
熟
し
た
果
実
（
成
果
）
が
た
く
さ
ん
得
ら
れ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

えと鈴 …………￥800
えと張子 ………￥800
鏑矢（特大）……￥5,000
鏑矢 ……………￥2,000
守護矢 …………￥1,000

ふく枡 …………￥2,000
熊手（特大）……￥10,000
熊手（大）………￥5,000
熊手（中）………￥3,000
熊手（小）………￥1,000

退職

〔舞女兼事務員〕　井上かおり
 （平成28年８月15日付）

人事

初
詣
は
お
多
賀
さ
ん
へ

初
詣
は
お
多
賀
さ
ん
へ

えと鈴

熊手（大）鏑矢

守護矢

ふく枡

えと張子

　今
号
の
巻
頭
に
東
大
寺
別
當
狹
川
普

文
猊
下
の
玉
稿
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

　多
忙
を
極
め
る
中
、衷
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　神
社
参
拝
の
証
と
な
る
御
朱
印
を
集

め
る
女
性
が
近
年
増
え
て
お
り
、休
日
と

も
な
る
と
、一
日
三
〇
〇
枚
を
超
え
る
こ

と
も
あ
り
、一
時
の
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
な

い
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記


